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ハ
ブ
機
能
強
化
融
合
研
究
推
進

産
総
研
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

産
総

研

は
１
８
８
２
年
設
立
の
地
質
調

査
所
が
ル
ー
ツ
で
、
１
３
０
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
工
業
技
術
院
の

研
究
所
に
計
量
教
習
所
が
加
わ
り

の
研
究
機
関
を
統
合
し
て
、
２
０
０

１
年
に
産
総
研
に
な
り
ま
し
た
。
産

総
研
は
４
、
５
年
の
中
期
計
画
に
基

づ
い
て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
２
０
１
０
年
か
ら
始
ま

っ
た
第
３
期
中
期
計
画
を
実
施
中
で

す
。
発
足
当
時
か
ら
一
貫
し
て
「
技

術
を
社
会
に
」
と
の
理
念
に
基
づ
い

て
産
学
官
連
携
を

年
余
り
強
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
産
総
研
の
役
割
は
第
１
が
産
業
競

争
力
の
強
化
に
寄
与
す
る
先
端
的
な

研
究
開
発
、
第
２
が
わ
が
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
技
術
開
発
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
、

第
３
は
産
業
基
盤
の
計
量
標
準
、
地

質
調
査
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
に
７
割
の
部
隊
が

集
積
し
、
こ
れ
以
外
に
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
８
拠
点
を
設
置
、
２
０
１

４
年
４
月
に
福
島
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
拠
点
を
設
け
ま
す
。

約
３
０
０
０
人
の
職
員
の
う
ち
２
３

０
０
人
弱
が
研
究
職
で
、
予
算
規
模

は
外
部
資
金
を
含
め
て
約
１
０
０
０

億
円
で
す
。

　
第
３
期
計
画
の
大
き
な
目
標
の
柱

は
、

世
紀
型
課
題
の
解
決
と
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
機
能
の

強
化
で
す
。
前
者
は
第
４
期
科
学
技

術
基
本
計
画
に
沿
っ
た
グ
リ
ー
ン
、

ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

で
、
後
者
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
６
分
野
の

融
合
研
究
推
進
で
あ
り
、
拠
点
整
備

で
す
。

　
産
総
研
の
代
表
的
な
拠
点
は
自
治

体
や
地
域
の
大
学
を
巻
き
込
ん
だ
形

で
五
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
新
産
業
の

創
出
を
目
指
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
核
に
し
た
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
リ
ー
ナ

Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ

ｏ
や
、医
療
創
薬
技
術
を
開
発
す
る

密
閉
型
組
み
替
え
植
物
生
産
シ
ス
テ

ム
の
北
海
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
。

　
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
は
産
総
研
、

物
質
材
料
研
究
機
構
、
筑
波
大
学
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
、

日
本
経
団
連
と
連
携
し
て
世
界
的
な

研
究
拠
点
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
ナ
ノ
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
を
中
核
に
、

ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
の
試
作
施
設
を
設
置

し
て
専
門
技
術
者
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
標
準
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
２
０
１
０
年
度
は

件
の

標
準
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
産
総

研
全
体
で
１
７
０
人
が
国
際
標
準
化

委
員
会
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
参

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

人
が

議
長
な
ど
幹
事
と
し
て
同
委
員
会
に

参
画
し
て
い
ま
す
。
国
際
標
準
の
一

つ
に
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
長
期

性
能
を
評
価
す
る
新
規
格
づ
く
り
が

あ
り
ま
す
。

　
長
期
信
頼
性
保
証
の
定
義
が
メ
ー

カ
ー
間
で
異
な
っ
て
い
た
り
、
地
域

に
よ
る
特
性
の
環
境
条
件
が
考
慮
さ

れ
な
い
の
が
現
状
で
、
新
し
い
国
際

標
準
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
産
総
研
は
欧
米
機
関
と
協
力
し
て

品
質
保
証
の
評
価
シ
ス
テ
ム
や
製
造

品
品
質
保
証
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ

く
ろ
う
と

社
以
上
の
企
業
と
標
準

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
産
総
研
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
国

や
大
企
業
、
大
学
の
理
工
系
中
心
の

産
学
官
連
携
以
外
に
も
自
治
体
や
公

設
研
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
・
金
融

業
、
中
小
企
業
、
大
学
文
系
・
高
専

な
ど
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
多
様
な

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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４大学コンソーシアムの活動とＮＡＮＯＢＩＣの機器利用について

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
外
観

設
備
活
用
し
産
業
界
に
実
り
を

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

　
慶
応
義
塾
は
新
川
崎
・
創
造
の
も
り
に

研
究
拠
点
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ
く
っ
て

年
に
な
り
ま
す
。
電
気
自
動
車
の
エ
リ
ー

カ
や
世
界
最
速
の
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
フ
ァ
イ

バ
ー
を
研
究
、
産
業
界
に
次
々
と
転
化
し

て
芽
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
後
、

Ｋ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
で
き
、
２
０
１
２
年
に
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
私

ど
も
に
と
っ
て
は
ラ
ッ
キ
ー
で
、
非
常
に

実
り
の
多
い
出
来
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ァ
ブ
は
製

造
施
設
の
総
称
で
、
４
大
学

慶
応
義

塾
、
早
稲
田
、
東
京
工
業
、
東
京

で
フ

ァ
ブ
を
つ
く
ろ
う
と
４
年
前
に
阿
部
孝
夫

川
崎
市
長
と
当
時
の
工
学
部
長
が
調
印
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
な
ど
、
世
界
の
拠
点
大
学

に
は
ナ
ノ
テ
ク
の
大
規
模
な
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
が
既
に
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
香
港
で
も
同
様
の
状
況
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
我
が
国
の
も
の
づ
く
り

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
、
ナ
ノ
テ
ク
の
拠

点
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
設
備
の
利
用

と
産
業
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
共
同
研
究
を

展
開
す
る
た
め
に
、
約
４
０
０
平
方

の

ク
ラ
ス
１
万
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
、
よ

り
高
度
な
同
１
０
０
の
イ
エ
ロ
ー
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
、
国
か

ら
の
補
助
を
得
て
、
総
額
約

億
円
の
微

細
加
工
や
分
析
、
試
作
、
評
価
の
装
置
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
装
置
を
使
っ
た
作
業
は
、

「
３
分
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
の
調
理
の
よ
う

に
、
流
れ
て
い
き
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

相

補
型
金
属
酸
化
膜
半
導
体

と
い
う
半
導

体
デ
バ
イ
ス
で
す
が
、
原
材
料
は
ガ
ラ
ス

の
板
か
シ
リ
コ
ン
で
す
。
膜
を
つ
く
る
成

膜
工
程
、
焼
き
付
け
の
フ
ォ
ト
リ
ソ
工

程
、
削
る
エ
ッ
チ
ン
グ
工
程
を
経
て
分
析

と
評
価
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
全
て
で
き

る
施
設
を
こ
こ
に
建
設
し
ま
し
た
。

　
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
関
連
で
は
膜
の
塗

装
、
乾
燥
、
焼
き
付
け
を
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
で
自
動
化
で
き
る
ク
ラ

ス
タ
型
コ
ー
タ
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
装

置
、
直
径
２

１

は

億

分
の
１

の
電
子
ビ
ー
ム
で
線

を
引
く
超
高
精
密
電
子
ビ
ー
ム
描

画
装
置
な
ど
を
装
備
。
エ
ッ
チ
ン

グ
関
連
で
は
プ
ラ
ズ
マ
線
で
高
速

エ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
誘
導
結
合

プ
ラ
ズ
マ
ド
ラ
イ
エ
ッ
チ
ン
グ
装

置
や
シ
リ
コ
ン
深
堀
エ
ッ
チ
ン
グ

装
置
な
ど
が
あ
り
、
各
工
程
で
分
析
装
置

や
電
子
顕
微
鏡
、
光
学
形
状
測
定
装
置
な

ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
主
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
先
端
デ
バ
イ
ス
と
バ
イ
オ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

微
小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム

分
野
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
は
流
体
電
池
で
す
。
価
数
の
異
な
る
イ

オ
ン
溶
液
を
供
給
し
て
充
電
す
る
フ
ロ
ー

電
池
で
、
高
性
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
イ
オ
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
分
野
で
は
ナ
ノ
流
体
シ
ス
テ
ム
技
術

で
、
ば
ん
そ
う
こ
う
型
チ
ッ
プ
を
使
っ
て

血
液
や
汗
な
ど
を
分
析
し
て
健
康
状
態
を

セ
ン
シ
ン
グ
す
る
デ
バ
イ
ス
の
開
発
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
４
大
学
で
は
川

崎
市
と
一
緒
に
「
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
川
崎
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、

４
大
学
の
講
師
陣
に
よ
る
ナ
ノ
・
マ
イ
ク

ロ
技
術
に
関
す
る
教
育
講
座
を
開
校
し
て

い
ま
す
。
企
業
の
方
、
技
術
者
の
皆
さ
ん

に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
先
端
技
術
の
習

得
や
大
学
と
の
共
同
研
究
に
繋
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
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ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の
次
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
へ
の
協
業
モ
デ
ル

川
崎
の
地
で
新
技
術
開
発
、
発
信

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
基
礎
研
究
所
は
世
界

か
国
、

か
所
に
あ
り
ま
す
が
、
最

初
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ト
ソ
ン

研
究
所
が
１
９
６
１
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
東

京
基
礎
研
究
所
は

年
に
、
最
近
は

２
０
１
２
年
に
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
内

の
研
究
に
加
え
、
オ
ー
プ
ン
か
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
を
目
的
に
複
数
の
企
業
、
大
学
と

と
も
に
研
究
に
取
り
組
む
コ
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
な
ど
、
協
業
を
通
じ
た
研
究

も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
東
京
基
礎
研
究
所

は
東
京
大
学
社
会
連
携
講
座
に
参
画

し
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
、
川
崎
市
と
連
携
し
、
ナ
ノ
・
マ

イ
ク
ロ
技
術
を
活
用
し
た
共
同
研
究

を
か
わ
さ
き
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
公
益
性
の
高
い
課
題
解
決
と
学

術
、
社
会
の
発
展
、
教
育
研
究
の
推

進
に
寄
与
す
る
共
同
研
究
を
対
象
と

し
た
東
大
社
会
連
携
講
座
の
一
環
で

す
。
講
座
名
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
指
し
た
、
次
世
代
ナ
ノ
・
マ
イ
ク

ロ
デ
バ
イ
ス
と
シ
ス
テ
ム
」
。
世
界

的
な
課
題
で
あ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
、
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
に
対

し
て
ナ
ノ
・
デ
バ
イ
ス
工
学
を
活
用

し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
処
理
に
関

す
る
研
究
・
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
東
京
基
礎
研
究
所
の

サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
チ

ー
ム
は
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
を
目

指
し
、
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
県
大
和
市
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
移
転
し
、
２
０
１
２
年

月
か
ら
主
に
三
つ
の
基
礎
的
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
オ
プ

テ
ィ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ネ
ク
ト
で
、

光
を
最
大
限
に
使
っ
て
消
費
電
力
を

抑
え
高
速
化
を
図
る
も
の
で
す
。
二

つ
目
は
サ
ー
キ
ッ
ト
＆
シ
ス
テ
ム

で
、
ミ
リ
波
を
使
っ
た
通
信
技
術
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は

半
導
体
実
装
技
術
で
す
。
半
導
体
技

術
は
ナ
ノ
・
レ
ベ
ル
で
進
歩
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
２
０
年
代
初
頭
に
は

物
理
的
な
限
界
に
達
す
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
半
導
体
を
３
次
元
で
積
み

重
ね
て
い
く
研
究
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
で
は
今
、
膨
大
な
デ
ー
タ
が

地
球
を
回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ソ
ー
ス
で
生
成
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
総
称
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
０
年
で

年
間
１
ゼ
タ

と
い
う
量
の
情
報
が

作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
朝
刊
の
情
報
量
が
１

だ
と
す
る
と
、
１
ゼ
タ

は
約

億

年
分
も
の
朝
刊
の
情
報
量
に
匹
敵
し

ま
す
。
こ
の
中
に
は
不
確
か
な
デ
ー

タ
も
あ
り
、
デ
ー
タ
の
矛
盾
、
曖
昧

さ
に
よ
る
不
確
実
性
、
近
似
値
を
積

み
重
ね
た
不
正
確
さ
な
ど
を
排
除
し

て
、
本
当
に
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
に

よ
る
意
思
決
定
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
解
析
す
る
に
は
、

高
性
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス

テ
ム
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
デ
ー

タ
の
処
理
速
度
に
加
え
、
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
ア
リ
ゴ

リ
ズ
ム
と
の
両
輪
で
性
能
を
上
げ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
東
京
基
礎
研
究
所
の

サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
チ

ー
ム
は
、
材
料
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
向
上
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
と
い
う
川
崎
の
地

で
、
企
業
や
大
学
と
の
協
業
を
通

じ
、
新
た
な
技
術
を
開
発
し
、
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　川崎市は川崎市幸区の新川崎・創造のもりで、「ＮＡＮＯＢＩＣ」
オープン記念シンポジウム「ナノ・マイクロ技術が切り拓く未来社会
～新川崎・創造のもりからのイノベーションの創出」を開いた。創造
のもり地区は第１期事業でＫ２（ケイスクエア）タウンキャンパス
を、第２期でかわさき新産業創造センター（ＫＢＩＣ）を、第３期で
ナノ・マイクロ産学官共同研究施設「ＮＡＮＯＢＩＣ」を整備した。
ナノ・マイクロ技術は環境・エネルギー、ライフサイエンスなどの分
野に、新しいイノベーションをもたらすと期待される技術で、健康で
質の高い未来社会の実現へ向けた「ＮＡＮＯＢＩＣ」での同技術の研
究開発を展望する。

４
大
学
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
顧
問
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
拠
点
運
営
最
高
会
議
議
長
東
京
大
学
名
誉
教
授
岸
輝
雄
氏

メッセージ
新
川
崎
・
創
造
の
も
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待

　
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
目
的
は

新
産
業
の
創
出
だ
と
考
え
ま

す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
人
材

育
成
で
あ
り
、
大
学
と
企
業
が

密
接
な
研
究
を
進
め
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
こ
と
で

す
。
東
京
の
東
、
茨
城
県
つ
く

ば
市
は
１
万
数
千
人
の
博
士
が

集
積
す
る
非
常
に
大

き
な
サ
イ
エ
ン
ス
シ

テ
ィ
で
す
。
こ
れ
に

対
し
東
京
の
西
側
に

位
置
す
る
川
崎
市
に

は
非
常
に
多
く
の
企

業
、
研
究
機
関
が
立

地
し
て
い
ま
す
。
川

崎
市
に
は
ぜ
ひ
ナ
ノ

テ
ク
を
基
盤
と
し
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
し

て
発
展
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
オ
ー
プ

ン
に
よ
り
、
川
崎
市
と
４
大

学
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
民
間
企

業
が
、
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ

で
研
究
を
進
め
る
環
境
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た
連

携
が
非
常
に
大
き
な
成
果
へ
と

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
川
崎
市
を
中

心
に
大
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
中

小
企
業
・
４
大
学
が
一
緒
に
な

り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起

す
る
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
市
の
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

ナノ・マイクロ技術が切り拓く未来社会
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